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　　　　525　　　　　　球擬星團の宇宙細動

　わが銀河系1こ薦する球駿星図は，20年前よりShapley氏等の研究により約100ケ知

．られてるるが，恐らく20聰ぐらゐ麟ると思はれ6・但し，今日其の中で親線搬

の知られたのは米國Lowell・Lick・Mt・Wilsonの3天文塁で測定したものを合計して

26ケの星團である・

　Lowe11天二二のF・K・Edrnondson氏は此等26ケの星團の運動を統計的に研究して

下の如き結果を得た．

　1）太陽は此等の訴訟の群に鉗し毎秒274粁の速度を有し，其の向黙は

　　　　　　赤池327。，赤緯＋56。　即ち銀経67。，銀緯＋ユ。・

　2）球状昭島が宇宙の中心のまは屠こ圓形運動をしてみると假旧すれば，各二二か

ら中心への距離は凡そ10te　tUパ1セク（3萬光年），此の各星團の言動の原因であるカ

は中心からの距離に蓮比例する・又，此のカの原因をなす中心の物質密度は太陽附近

の約ユ00倍となる・

　3）星團の公轄蓮動は，順行も蓮行も共に公挙に擦航し，銀河面への傾斜角は⑪。

に近い・

　4）　楕圓蓮動よりも圓パ蓮動の方が遙かによく三冠に合：一・

526 北斗・星群の研究

　北斗七星のうち，雨端を除いた5星が並ff運動をしてみる進行星群であることは

187⑪年に1’rocterが瑛見して以來，有名であるが，近年此の星群に驕する星の鍛は諸

家の研究によって増しつtsある・例へば駅者β星，（大犬のCt星（シリウス），冠α

星等も此の星群に厩するが，1921年にN・Rasmuson氏はJ比の群に満する星として総

計28鰻を数へ〔Lund　MCdd・II，26〕，．其の大部分はA型星で，只F型とK型とが

1個つつあることを認めた・次で193（1年工M惑征chτ氏は更に77個の星を加へ〔BA・6〕・

1932年にはCh。　Bertaud氏が根本的に材料を整理して此の群の星を総計79星とし，此

の星の中で，A型星は76星，　F型星は3ケであるとした・納米國の∫．　J・Nassau氏

はYale　Catalogue〔〕f　Bright　Starsの申に探錐されてある39110星の中で完全な材料の

揃ってみる星2900ケを調査して，結局126ヶの星が牝斗星群に薦することを認めた・
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此の星群の全幅はほゴ偏窟圓形をなし，

　　宇宙空間に欝しては　銀経コ　IP4，銀re　・・一6．0の方向へ，遽度（毎秒）＝29．5粁

又　太陽系に早しては　　赤輕＝306．3，赤緯＝一38・2　”　　蓮度（”）讐17・5，，

の運動をしてみる．しかし精細に調べて見ると此の群は二部に分れ・相：互に18パTセ

ク離れた空隙を有ってみる・叉，星は牛籔がA型で，FGKIMと順に星が減じ，一又・

B型は1ケもない．〔ApJ．80〕

　面ほ全籔のほy6割が二重星であることも荘意すべき事實であるt〔・A　」・1038〕

　　　　527　　　　　　　蛇遣ひ座ラムダ星の軌道

　此の星（ADS　10087叉はΣ2055）は4等星と6等星より成る有名な二重星で，　i826年

に大ストルフエが襯測を始めて以來，諸家が注意してみる・1870年代に二星の距離が

最大となり，其の後，相互ひに接近して來て，工940年頃には近星鮎に來る筈である・

1925年にVan　13iesbroeck氏が軌道を計算した〔Yerk　Pub・5〕が，其れ以來位置角が

8。も蓮って，豫報と合はない．最近，米國ヤ1キ1ス天文垂でE．J．　Camp氏が新

しく下記の如き軌道と回報とを殺表した・〔A∫・1037〕
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　濁國イエナ大門天文塁のJ・HOPPf）氏は同地のツアィス會砒のプラネタリウムを一一一

時借り受けて，流星の輻射鮎の精度を糊早上から責瞼した報告を出してみる．〔AN・

6164〕其の結果，流星の卒均散布角（Streuuπ〕9）δを±5・。7と蛮表し・Oepll〈氏がア

リゾナ州へ襯測放行中に経験したδ＝S・0や，ヌ，，望遠鏡的流星から得たδ一＝　±4。と

比較してみる・〔HC．388〕

　プラ冬タリウムの學術上の一懸用として注意すべきものである・

　叉，もう一つ，米國ニウヨ；ク市の理學博物館に新設されたプラネタウウムを，フ

ィシや氏は千九百何十同か蓮に廻曹して見て，かのキリスト降誕の時に現れはた星は

果して何であるかを研究した・それによると，曽西紀前8・年に土星と木星と金星とが夕

暮れの西天に於いて會合したことがある以外には，何も異攣が無かったことが確めら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドれ．た・此れもプラネタリウムの興味深い學的慮用の一一例と言へやう・〔凡Y・T・（P　’）

一12一一22）
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　　　　　　　　　　　　　Aルクレス新星の比較中

米國マク・ミク天日墓長S・A・Mlt・1・eU氏等はヘルクレ噺星附近1こあ．る微光の比

較星を測定瞭表しt’〔AJ・1038〕さき1…げ1ド天嫁から醸したもの〔ntB・

899〕と並べて・下に記す・
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　　　　550　　　　　　アルゲラ）ダ名以外の馬弓一寛

　攣星は原則としてR，S，　T，一，＿RR，　RS，＿＿ZZ，　AA，　AB，，，’．．．（JZ，　V335，　V336…．．．

といふ風に所調アルゲランダ式の命名法（及び其の延長）で呼ばれてみるが，中には僅

かばかbバイエル式の名のまsのものもあり，ヌ．，i斯星などもNovaのまtSのもある・

此等を別に豊えて置くことは必要なので下の如き表を作った・序でに・プラ1ゲル氏

の1936年度の攣星表により，．アルゲランダ名の攣町中から麺星たることを取り滑され

たものをも揚げて一K　〈・之れだけ知って置けば田野座中の攣星の数は直ちに知れるの

だか。，，
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星　座1　　　　　　　　　1 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
Aルゲランダ名以外の遜星　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　．　一　國　　． 取b清さ

黷ｽ攣星　　　　．　一　．　一　一

AndYomeda ζ

Apus ジ
匹　「　■　．　．　炉
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／　　　　551　　　　　　　夜の空の光りについて

かつて1901年1・綱の八型S・Newcomb氏がAP」誌上1二・£k・て曜の輝を

話する轍をかき瀦局・x空（全罷職253勅度）を鞠すると，ヰ方肱つ

き4．84響町が一つづつ擁す7…等しいと嚇したこと勘る・据神壱姪天

の星の光りは約120咽の一等星の輝やき1こ等しいこ昂なる・ところが・近來諸家の

研究によれば，星の光は案外に少いのであって・其の他に，

　1．地球の大氣が放散する光・

　2。太陽を含む砂面に偏光する光，多分黄道光や謝日照によるものらしい

　3，宇宙塵（intersteller　matter）により散光され・る星光

等を，空の：光が含んでみる・

　星の光は空氣申で著しく散光するもので，其の一部が空の光とtdiつτみるのである

が，黄雷光や樹日照の光りは，散光しても，やはり其れ等の光輝の中に混じてみる．た

め此うした大きく接がつた光りは散光のため（星とは蓮って）光度を失うものとは思は

れない．故E．E・Barnardが劉’日照を見る揚合にL驚くべきことには，非常に透明で

ない空でも，大して観測の妨げとならない・故に，ili上の清澄な窄氣を必ずしも必要

としない■と言ったことがある・

　空氣の輻射は更：に空の光りの＝ントラλトを旨立たなくするものであるが，佛國の

Dafay口論は之れを專らスペクトルで研究した・しかし結果は街ほ不明である・空の

光が地鼠に近づくに從ひ著しく増加するが1之れは多分空氣の輻射光によるものだろ

う・

　宇宙塵による散光は天文學的に非常に重要である・二二ヤ1キ1ス天文垂のO．

Struve氏は之れを大髄算定して見たところが，其の結果は二二以上の大きさとなった

といふDufay氏の研究によると，此の宇宙塵による散光は凡ての星の光とほS同じ

量：である　といふ・　〔：C・　Fabry　＆　e・・　Etude　de　le　lamiere　fond　du　ciel　necturne・Paris、

1934；　一A．plf，　82，　？，70”

552 する星の通論スペクトル線

　星の学園氣が上昇し膨脹する瘍倉，スペクトル線が如何に現はれるノノといふ問題は

1919年にShapley，　Nicholson爾氏が先づ其のスペクトル線が歪んで弗i射照的になると

いふ事だけを圭点した〔Mt．　W　ComnL　65；1，roe．　N．　Acad・5，417〕が，1929年に英國

の」・A・Carrol］氏は只此の影響はスペクトル線を一一方ヘズうせるのみであると結論

した〔MN・88，54S〕ので，　Gerashnovlc氏は鷲座1918年新星にもスペクトル線の攣形

は期待し得・ないと公養’したことさへ‘ある・（Zs．　Ap．7，335（1933）〕

　ところが，米國ヰルソン山の0．C．　Wislon氏が近頃此の問題を理論的に究明した

結果，上記Carroll氏の結論は只膨脹速度の小なる場合にのみ當てはまるので，速度

が大きくなればスペクbル線は著しく酒田する事を明らかにし，各種の星につ．いて之
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を慮用推論した・即ち，巨星やセプアイ式墾星の揚合は膨脹速度が比較的に小さいの

で，スペクトル線の憂事は著しくなく，只一方へ移動するのみであるか，ラルフ・ラ

イ＝星や新星の場合には・攣形が著しい・

　尤も新星の場合にも光度上昇中にスペクトル親測をするqとが困難なので，今まで

妊例は容易に得られなかったが，一一一一昨年末に幽現した・N1レクレス座新星N。va　Ilerculis

（1934）の場合には上昇期間のスペクトルが一週間も観測された・此の星は1934年十＝：

月21日から翌一月16日生の間に3種類の吸収線が現はれ・上昇速度は．凡そ一170，

一315，一700粁／秒と貸せられた・一此等の好材料を利用して，スペクトル線の種

々相を解説し得たのみならす，光球の牛径については

　　　　1934年十二月23日の噴出の頃　　　　Ro；82　×　106＊1　＝＝　117　x◎

　　　　　　”　　29日　　”　　　　　　Ro”：343＞く106粁＝490　x◎

といふ結果を得た．叉，Re＝＝100×106粁と假定：して，絶樹光度は一5．9，観望は

0．”0026と算出された・　〔ApJ・82，233〕

　因みに，1’etrie氏はヘルクレスi新星の初期の色温度を1（，500。と算出し〔ApJ・81，

482〕，Williams氏は宇宙K線の張さから此の新星の最大絶樹光度を一・　6・5と算定し

た，〔MN．95，573〕

　　　　555　　　　 楕回暦霧の縫造
　アンド・メの大星霧の正南方約25ノばかりの所に，大星霧1：　＝ブのやうにくっつい

てみる小さい星霧がある．あれはメシエ目録の第32番，NGC　221といふ楕圓星霧で

あるが，あの種類の星霧が果して如何ほどの大きさで，距離は遠いのか，近いのか？

最近までサツパリ到らないまSであった・ところが，困れは，何とか鋼然させなけれ

ばならないと言ふのでt，米國ヰルソン山のS・1　mith氏が大型反射鏡の窩眞によって

此の楕圓星雲を研究した結果・

　〈1）中核から75”以内には即答は偏光を示してみない・故に反射光でなく，自費

光である・

　（2）中核の直酒は0！！8士0・”1ばかりの小さい光一で，光度は13・4，スペクトルは

dG3である・

　（3）スペクトル型はG型罎星で，圭軸上に何の開化も示さない・

　星霧の構造については，（a）ten　Bmggゼncale氏が提唱してみる恒星式で附近に微粒

子が多く附腐するものと，（b）恒星の墨田であるとするものと，爾説について吟味し

て見た結果，結局（b）設郎ち星團式のものが確からしく，其れに從へば此の星野（星

團）中に含まれる恒星（太陽位のもの）の薮は約19×107即ち約2千萬ケで，中心部の

星の密度は

　　　　　　　1パ｝セク立方につき　　880000ケの星

がある割合となる・距離は275000パ1セク（930000光年），叉，躍増の光度は9・6とな

る．・〔Ap∫・82，192〕


